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ムA(t)= (A)T+f -(A)F = I dt'争F(t-t')f(t')・ (1)
J-OO 
争F(t-t')は親形];七、答関数と呼;まれる。吾Fが時間差t-t'のみの関数であること辻定常状態の時



















とZ争kるo pt;t tまプロープなしのときの運動方程式の解で、 A(ァ)= eiHtotr /1 Ae-iHtotr /たである。






争F(市壬(搾t:: rE，A(ア)1). (5) 




式(2)からは、 にdw3F(ω)=百(吋[E，AJ) (6) 
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1この仮定辻実は、平常状態に typicalstateをとったとき、通常の謀悲応答理論{久保公式〉でも必要になる。従っ
て、いかなる条件〈どんなマクロ物理量を、どんな時信的・空間的に粗損化して見た場合か〉においてこの仮定が正当
化できるのかは、平構近寄か否かとは舞関係に、今後の誹究課題である。
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